
70 日西条小学校

放課後子ども教室「西条ゆめチャレンジ」
～子どもたちにたくさんの豊かな体験を～
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　平　　日　12
土曜日等　16

人/日活動場所
西条公民館

西条小学校体育館
対象学校区名

活動のべ
日数

他学年の人と遊ぶ機会が減ってきている現在だからこそ、みんなで遊ぶ楽しさ、おも

しろさ、その中で人を思いやる大切さを伝えたいと、昔の遊びや軽スポーツ、クリスマス

会等を行っています。夏休みには近くの高齢者施設を慰問したり、クリスマス会では高

校生ボランティアに参加していただいたり、多くの人との関わりの中で子どもたちが成

長していると感じます。

◆活動の目的・理念
●地域の子どもの居場所づくり。
●家庭、学校、地域と連携・協力し、子どもの健全な育成を手助けする。
●地域社会の中で、心豊かに育まれる環境づくりを目指す。

取組の概要

事業を実施して

＜主な取組内容＞

＜特色ある取組＞

児童の感想
・他学年にも友達がいっぱい出来たので嬉しかった。
・学校や家ではできない事（くぎ打ちやノコギリ）ができて楽しかった。
・ほとんど初めての体験で、最後の6年生でできてよかった。ゆめチャレの活動を活かし、中学校でもがんばりたい。

● 伝統文化に触れ、親しもう
生け花、茶道、将棋、俳句などの日本の伝統文化に触れ、親しむ。

● 創作活動を体験しよう
押花、ポーセラーツ、トールペイント、ビーズ、フラワーアレンジメント
といった創作活動を体験する。

● 様々な人と出会い、つながろう
遊びやスポーツ、創作活動や体験等を通して異学年や異世代、地
域住民、更には地域を越えた様々な人と出会い、交流を深める。

● 身体を動かし、スポーツに親しもう
バドミントン、軽スポーツを通して健全な心と体を育てる。

● 本物を知ろう
幅広い地域住民や企業、団体等の協力を得て、子どもたちがわく
わくする本物の体験をする。

● 本と深く親しもう
絵本の読み聞かせで本に親しみ、絵本にちなんだ作品作りで想像
力を高め、子どもたちの感性を磨く。

【課題】
●女子児童に比べ男子児童の参加が少ない。
男子児童が興味を持つ教室、活動が必要である。

●今年度、低学年の参加者が多くなり、マナー面
での指導に苦労した。

●指導者の高齢化。
●小学校や児童クラブとの連携の強化。

【成果】
●毎年参加する児童、複数の教室に登録する児童が増え、
公民館が子どもたちの身近な居場所の1つになってきてい
る。

●様々な体験を通して、集団の中での協調性が養われたり、
上級生のリーダー性が養われたりしている。

●指導者に「地域で子どもたちを育てる」という意識が根付い
てきている。

わくわく探検、わくわく電気、わくわく防災、わくわく工作と、子どもたちがわくわくす

るような体験教室を展開しています。今年度は、バスで自然の中に飛び出しそうめん

流しを体験したり、中学校で一緒になる校区の子ども教室と合同で防災教室を実施

し、交流を深め合ったりしました。子どもたちは、学校や家では決してできない貴重な

体験をたくさんしています。

（おじいちゃん、

おばあちゃんと)

（今年度増えた

ビーズ教室）

● みんなで遊ぼう なかよしクラブ

● 西条わくわく教室

（大保木でそうめん流し)


